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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第51期

第３四半期連結
累計期間

第51期
第３四半期連結
会計期間

第50期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年

12月31日

自平成20年
10月１日
至平成20年

12月31日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（千円） 8,013,156 2,900,634 11,235,725

経常利益（千円）　 － 21,874 －

経常損失（千円） 142,732 － 459,969

四半期純利益（千円）　 － 42,780 －

四半期（当期）純損失（千円） 124,965 － 347,898

純資産額（千円） － 1,843,796 1,968,523

総資産額（千円） － 3,990,589 4,000,380

１株当たり純資産額（円） － 145.19 155.01

１株当たり四半期純利益金額

（円）　
　 3.39 －

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（円）
9.88 － 27.40

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） － 46.2 49.2

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△194,214 － △497,491

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
13,500 － 172,853

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△66,870 － △91,900

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ 336,007 583,591

従業員数（人） － 262 268

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　      ２．売上高には消費税等（消費税及び地方消費税をいう。以下同じ）は含まれておりません。

３. 第50期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、新株予約権を発行しておりますが、１

株当たり四半期（当期）純損失が計上されているため記載しておりません。　

　      ４. 第51期第３四半期連結累計（会計）期間の１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在し

　　　　　　ないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

　

　

　

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

　

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 262 　(66)

　（注）従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向者

を含む。）であり、臨時雇用者数は（パートタイマー、人材会社からの派遣社員を含む。）は、当第３四半期連結会

計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。

　

(2）提出会社の状況

　 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 251 (58)　

　（注）従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、臨時雇用者

　　　　数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員を含む。）は、当第３四半期会計期間の平均人員を（　）外数で

　　　　記載しております。
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第２【事業の状況】

１【仕入及び販売の状況】

(1）仕入の状況

　当社グループは、カーケア関連商品販売を主たる事業としているため、生産及び受注の状況に代えて、仕入の状況

を記載します。

①　仕入実績

事業の種類別セグメントの名称

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

　　　　金額（千円） 前年同期比（％）

カーケア関連商品販売 2,032,871 －

その他 155,021 －

合計 2,187,893 －

 (注）上記の金額は、セグメント間の取引については、相殺消去しておりません。

　

　なお、「カーケア関連商品販売事業」の商品区分別仕入実績は、次の通りであります。

商品区分別

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

　　　　金額（千円） 前年同期比（％）

自動車補修部品 1,019,989 －

自動車ケミカル 416,939 －

自動車用品 71,856 －

自動車内小物 40,117 －

サービスステーション備品 395,021 －

冷暖房用品 3,227 －

販売促進用ギフト 44,632 －

店装器具 41,089 －

合計 2,032,871 －

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）販売の状況

　事業の種類別セグメントの販売実績は次の通りであります。

事業の種類別セグメントの名称

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

　　　　金額（千円） 前年同期比（％）

カーケア関連商品販売 2,770,468 －

その他 197,221 －

合計 2,967,689 －

（注）上記の金額は、セグメント間の取引については、相殺消去しておりません。
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　なお、「カーケア関連商品販売事業」の商品区分別及び地区別販売実績は、次の通りであります。

商品区分別販売実績

商品区分別

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

　　　　金額（千円） 前年同期比（％）

自動車補修部品 1,439,851 －

自動車ケミカル 560,019 －

自動車用品 84,670 －

自動車内小物 48,704 －

サービスステーション備品 541,830 －

冷暖房用品 4,559 －

販売促進用ギフト 46,406 －

店装器具 44,425 －

合計 2,770,468 －

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

地区別販売実績

地区別

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

　　　金額（千円） 前年同期比（％）

東北地区 東北全県 412,618 －

北関東地区 栃木、茨城、群馬、埼玉 517,214 －

南関東地区 千葉、神奈川、静岡、山梨 576,845 －

東京地区 東京 250,656 －

北陸・信越地区 新潟、富山、石川、福井、長野 206,421 －

東海地区 愛知、三重 228,233 －

近畿地区 京都、大阪、兵庫 160,133 －

中国・四国地区 岡山、広島、山口、徳島、香川、愛媛 167,092 －

九州地区
福岡、長崎、熊本、佐賀、大分、

宮崎、鹿児島
251,252 －

合計 2,770,468 －

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

EDINET提出書類

ムラキ株式会社(E02836)

四半期報告書

 5/28



２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

　

　

　

３【財政状態及び経営成績の分析】

　    当社グループの四半期連結財務諸表は、我が国において一般に公正妥当と認められる会計基準に基づき作成されて

    おります。当第３四半期連結会計期間において、特に重要な会計方針及び見積りに関する事項として説明を要する事

    項は以下の通りであります。

　（１）財政状態に関する分析

      当第３四半期連結会計期間末の総資産額は 3,990百万円（前連結会計年度末比 10百万円減）うち純資産は1,843百

    万円（前連結会計年度末比 124百万円減）となりました。

　　　資産の部における項目増減は、流動資産 39百万円増加、固定資産 22百万円増加、投資等 71百万円減少となりま

    した。主な要因はつぎの通りであります。

　　　流動資産は、現金及び預金の減少 290百万円、売上増販（平成20年３月の売上高と平成20年12月売上高比）による

    売掛債権の増加 350百万円、在庫削減による商品の減少 82百万円、商品仕入暫定支払等その他流動資産の増加 61百

    万円、固定資産は、車輌運搬具の取得による増加 24百万円、除却及び売却による減少 5百万円、仕入照合、車輌販

　　売等のシステム導入の取得による増加 31百万円、減価償却による減少 32百万円、投資等はおもに差入保証金等の減

　　少 78百万円です。現金及び預金の減少は、キャッシュ・フローの減少によるものです。

　　　負債については、流動負債 168百万円増加 固定負債の減少 53百万円で、流動負債の増加は仕入債務の増加 209百

    万円、短期借入金の減少 3百万円、未払経費の増加 13百万円、未払法人税及び消費税の減少 9百万円、賞与引当金

    の減少 8百万円、その他流動負債の減少 33百万円、固定負債の減少は、長期借入金の約定返済 63百万円、及びその

　　他固定負債の増加 10百万円によるものです。

　　　一方、純資産については、第３四半期純損失 125百万円によるものです。

　（２）経営成績の分析

　当第３四半期連結会計期間における国内経済は、米国におけるサブプライムローン問題に起因する世界的経済不況

等第２四半期連結会計期間同様に不透明感は増幅しております。

　当社の主力販売商品の顧客であるＳＳ業界（サービスステーション：略称ＳＳ）は、昨年夏季における原油価格の

高騰によるガソリン等自動車用燃料油の急激な上昇と平成20年12月以降の下降と原油価格が不安定なことに加えて、

経済不況が重なったことで、消費者の買い控えを増幅しており、依然として厳しい市場環境となっております。当社は

このＳＳ業界向けのカーケアー用品の供給を事業としており、そのＳＳ業界への依存率は極めて高くＳＳ業界の動向

が直接当社業績に影響する環境下にあります。

　当社グループは上記市場環境の動向に対応すべく、抜本的な事業構造（新規事業領域への進出、新商品の提案販売

等）及びコスト構造（当社販売商品の原材料の高騰による仕入価格上昇分の販売価格への合理的な転嫁、在庫管理、

販売費及び一般管理費）の改革に取組んでおります。

　このような状況下にあって、当第３四半期連結累計期間の売上高は、既存商品の需要低迷に加えて、新商品の発売が、

第４四半期連結会計期間にずれ込んでいることにより、ＳＳ以外の大口顧客（運輸事業等）には増販できたものの、

ＳＳ向けメンテナンス関連商品は一段と落ち込み、売上高は前年同期比9.1％減と低水準となりました。一方、コスト構

造改革における販売価格への転嫁は、交渉の合意が予定よりも遅れておりますが、在庫管理、販売費及び一般管理費

（前年同期比の人件費は156百万円減、その他経費120百万円減）につきましては前年同期比で一応の改善はしており

ますが、売上高の落込みによる減益を賄うには至りませんでした。　

　これらの結果、当第３四半期連結会計期間の業績は、売上高 2,900百万円、営業利益 15百万円、経常利益 21百万円、特

別利益 47百万円（共済会（社員親睦団体）の解散による会社負担相当額の返金 48百万円）、特別損失 16百万円

（環境事業譲渡損失 12百万円）ならびに法人税等10百万円を計上し、第３四半期純利益は 42百万円となりました。

   (３）事業の種類別セグメントの業績は次の通りであります。

  主力事業である「カーケアー関連商品販売」事業につきましては、上記要因から売上高は 7,681百万円（前年同期

比　9.7％減少）、営業損失は 152百万円（前年同期の営業損失 308百万円）となりました。「その他事業」につきまし

ては自動車ディーラー部門等の売上高が前年同期比 156百万円減少し  331百万円 、営業損失は 10百万円（前年同

期の営業損失 26百万円）となりました。
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　 (４）キャッシュ・フローの状況

　     当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）残高は、336百万円となり、前

     四半期連結会計期間末より50百万円減少いたしました。当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フロー

     の状況と増減の要因は次の通りです。

　　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　　営業活動の結果支出した資金は 24百万円です。これは主要因として税金等調整前四半期純利益53百万円、売上債

　　　権の増加 443百万円、仕入債務の増加 331百万円、たな卸資産の減少85百万円によるものです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　　投資活動の結果支出した資金は 3百万円です。これは主要因として差入保証金の回収29百万円に対して、固定資

      産の取得27百万円、貸付金による支出6百万円によるものです。

     (財務活動によるキャッシュ・フロー）

     財務活動の結果,支出した資金は、22百万円です。これは長期借入金の約定返済66百万円によるものです。　

　

   (５）事業上及び財務上の対処すべき課題

       当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。　

　

   (６）研究開発活動

       該当事項はありません。　
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。　

　

　

　

　

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却

等について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計

画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 50,000,000

計 50,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在発行数

（株）
（平成20年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年2月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 12,700,000 12,700,000 ジャスダック証券取引所
単元株式数は　

1,000株

計 12,700,000 12,700,000 ─ ─

（２）【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。　

　

　

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。　

　

　

　

　

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

　平成20年10月１日～

　平成20年12月31日
－　 12,700,000 －　 1,870,700 － 58,604
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（５）【大株主の状況】

　当第３四半期会計期間において、芝川洋から平成20年12月５日付の大量保有報告書の写しの送付があり、平成

20年11月28日現在で1,495千株を保有している旨の報告を受けておりますが、株主名簿の記載内容が確認できな

いため、当社として実質所有株式数の確認ができません。

　なお、芝川洋の大量保有報告書の写しの内容は以下の通りであります。

　　　大量保有者　　　　　　　　　　　芝川洋

　　　住所　　　　　　　　　　　　　　兵庫県神戸市東灘区　

　　　保有株券等の数　　　　　　　　　株式　1,495,000株　

　　　株券等保有割合　　　　　　　　　11.77％　
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（６）【議決権の状況】

           当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

         記載することができないことから、直前の基準日（平成20年９月30日）に基づく株主名簿による記載をして

         おります。

　     ①【発行済株式】

　 平成20年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式           － － 　        －

議決権制限株式（自己株式等）           － － 　        －

議決権制限株式（その他）    －           －         　 　        －

完全議決権株式（自己株式等） 　　　　 － － 　        －

完全議決権株式（その他）
　　　　普通株式

　　　12,697,000
12,697 　 単元株式数1,000株

単元未満株式 　  普通株式  3,000 － 　        －

発行済株式総数 12,700,000 － －

総株主の議決権 － 12,697 －

　（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が6,000株含まれております。また、

「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数６個が含まれております。

２．単元未満株式数には、当社所有の自己株式801株が含まれております。

　

②【自己株式等】

　該当事項はありません。

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 121 83 70 65 54 42 46 36 33

最低（円） 51 63 54 52 36 29 20 24 22

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、リンクス監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 ※1
 410,507

※1
 701,091

受取手形及び売掛金 ※4
 1,535,478 1,185,050

商品 519,551 601,579

その他 140,303 79,260

貸倒引当金 △12,481 △12,643

流動資産合計 2,593,359 2,554,339

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1, ※2
 174,382

※1, ※2
 186,878

機械装置及び運搬具（純額） ※2
 31,201

※2
 15,305

土地 ※1
 581,783

※1
 581,783

その他（純額） ※2
 27,170

※2
 35,114

有形固定資産合計 814,538 819,082

無形固定資産

無形固定資産合計 57,640 30,626

投資その他の資産

投資有価証券 ※1
 49,668

※1
 49,472

差入保証金 433,029 511,274

その他 76,861 68,209

貸倒引当金 △34,508 △32,623

投資その他の資産合計 525,051 596,332

固定資産合計 1,397,230 1,446,041

資産合計 3,990,589 4,000,380
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※4
 1,247,551 1,037,763

短期借入金 85,930 89,160

営業未払金 70,583 57,251

未払法人税等 33,430 43,153

賞与引当金 22,982 31,216

その他 40,163 73,625

流動負債合計 1,500,640 1,332,170

固定負債

長期借入金 172,900 236,540

退職給付引当金 436,168 434,916

役員退職慰労引当金 1,750 1,750

その他 35,333 26,480

固定負債合計 646,151 699,686

負債合計 2,146,792 2,031,857

純資産の部

株主資本

資本金 1,870,700 1,870,700

資本剰余金 58,604 399,841

利益剰余金 △83,993 △300,265

自己株式 △206 △206

株主資本合計 1,845,104 1,970,070

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △1,308 △1,546

評価・換算差額等合計 △1,308 △1,546

純資産合計 1,843,796 1,968,523

負債純資産合計 3,990,589 4,000,380
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 8,013,156

売上原価 5,878,216

売上総利益 2,134,940

販売費及び一般管理費

報酬及び給料手当 1,036,195

賞与引当金繰入額 22,982

その他 1,239,963

販売費及び一般管理費合計 2,299,140

営業損失（△） △164,199

営業外収益

受取利息 980

仕入割引 18,965

その他 15,315

営業外収益合計 35,260

営業外費用

支払利息 5,976

手形売却損 7,020

その他 797

営業外費用合計 13,794

経常損失（△） △142,732

特別利益

賞与引当金戻入額 16,306

福利厚生制度清算益 48,586

その他 101

特別利益合計 64,993

特別損失

固定資産除却損 ※1
 852

事業譲渡損 15,490

その他 139

特別損失合計 16,483

税金等調整前四半期純損失（△） △94,221

法人税、住民税及び事業税 30,743

法人税等合計 30,743

四半期純損失（△） △124,965
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 2,900,634

売上原価 2,149,915

売上総利益 750,718

販売費及び一般管理費

報酬及び給料手当 331,909

賞与引当金繰入額 7,332

その他 396,444

販売費及び一般管理費合計 735,686

営業利益 15,032

営業外収益

受取利息 92

仕入割引 7,484

その他 3,270

営業外収益合計 10,847

営業外費用

支払利息 1,473

手形売却損 2,289

その他 243

営業外費用合計 4,005

経常利益 21,874

特別利益

賞与引当金戻入額 △580

福利厚生制度清算益 48,586

その他 △724

特別利益合計 47,282

特別損失

固定資産除却損 ※1
 499

事業譲渡損 15,490

その他 139

特別損失合計 16,130

税金等調整前四半期純利益 53,027

法人税、住民税及び事業税 10,246

法人税等合計 10,246

四半期純利益 42,780
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △94,221

減価償却費 32,711

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,723

賞与引当金の増減額（△は減少） △8,234

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,252

受取利息及び受取配当金 △1,085

支払利息 5,976

固定資産売却損益（△は益） 2,588

固定資産除却損 852

売上債権の増減額（△は増加） △365,028

たな卸資産の増減額（△は増加） 82,027

その他の流動資産の増減額（△は増加） △67,034

差入保証金の増減額（△は増加） △30,157

仕入債務の増減額（△は減少） 226,827

その他の流動負債の増減額（△は減少） 1,854

未払消費税等の増減額（△は減少） △11,558

未払法人税等（外形標準課税）の増減額（△は
減少）

△1,903

その他 73,172

小計 △150,237

利息及び配当金の受取額 854

利息の支払額 △6,267

法人税等の支払額 △38,563

営業活動によるキャッシュ・フロー △194,214

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） 41,200

有形固定資産の取得による支出 △28,682

有形固定資産の売却による収入 2,386

無形固定資産の取得による支出 △31,436

投資有価証券の売却による収入 141

貸付けによる支出 △6,458

貸付金の回収による収入 90

差入保証金の差入による支出 △279

差入保証金の回収による収入 36,179

その他 360

投資活動によるキャッシュ・フロー 13,500

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △66,870

財務活動によるキャッシュ・フロー △66,870

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △247,583

現金及び現金同等物の期首残高 583,591

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 336,007
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

   当社グループの主力営業基盤であるＳＳ（サービスステーション　略称ＳＳ）における市場環境は、原油価格の高騰

 による店頭価格の値上げや、買い控えが続いており、厳しい環境下での経営となっています。

   このような環境下にあって、売上高は平成15年度以降継続的に減少し営業損失を計上しており、前連結会計年度にお

 いても499,266千円の営業損失及び497,491千円の営業キャッシュ・フローのマイナスを計上しております。

   当該状況にあって、継続企業の前提に関する重要な疑義が存在しております。この状況を解消すべく、下記の取組み

 を行い、具体的な実施に移しております。

  (1) 売上高の拡大

    (イ) 前連結会計年度に営業活動を全国展開した新規事業と今期に着手する新規事業を軌道に乗せ、成果を実現して

         まいります。

　    ① 手洗い洗車システム　　

　　     石油元売並びに大手特約店への営業活動及びＰＲ活動を実践した機種以外に、今期においては、顧客ニーズを

         もとに製作した新機種で営業体制の強化を図り全国展開してまいります。

　    ② 新規事業企画の推進

　　     速いスピードで変化するＳＳ業界の中で、セルフ化などの業態変化が当社グループにとってビジネスチャンス

         となる新規事業を企画推進する。今期において当連結会計年度に企画、検証している商品を具現化し、セルフ

         ＳＳを中心に事業展開してまいります。

　    ③ 大口ユーザーとの連携強化による拡販

　　     新規事業部門による大口ユーザーとの連携強化を図り、大幅な売上増加を実現するとともに新ビジネスの領域

         を拡大、拡張する。

　　(ロ) ＳＳ向け販売体制の再構築

　　     大幅な売上高減少の要因となっており、販売体制の立直しにより売上高減少に歯止めをかけます。

　    ① 大手特約店とのＥＤＩ化の推進による囲い込みと顧客分析によるターゲット顧客の選別、地域ルート戦略の見

         直しによる効率営業を実現し、顧客のニーズに対応した販売施策、商品施策をスピーディーに展開してまいり

         ます。

　    ② 重点販売商品は、全社企画を中心とした商品施策を展開するとともに、新商品開発、販売に関する情報を可視

         化し全社員が共有する。これにより、競合他社より優位性を持った営業活動を実現する。

　    ③ 営業体制の見直し

　　     既存市場のターゲット別顧客分析により、効率営業を実現し人時生産性を高めます。市場規模に合わせた営業

         所体制で再編し、効率化の向上、売上高拡大を図ります。ＦＣ（現行の暖簾事業）制度を見直し拡張、拡大戦

         略を具現化し売上高拡大を図ります。 

     

   (2) コスト削減

　　      全社的な経費削減運動を継続してゆき、さらなるコスト削減と資金繰りの改善を図ります。

　    ①　長期間不採算が継続している事業は撤退を進めます。発展性のない新規事業に関しても、縮小、撤退を進め

          ます。但し、中期、長期的に発展性が見込まれる事業に関しては、主力事業の効率化を図り、経営資源投入

          を具体化し事業の展開を進めてまいります。

　    ②　本社部門の営業力を強化し、主力事業及び新規事業の活性化と推進力を高めてまいります。

      ③　各部門ごとに役割を明確にし、在庫削減並びに鮮度管理を本社主導で進めてまいります。

　    ④　売掛債権の回収短縮化及び回収管理の徹底により、不良債権の発生を防止し資金繰りの改善を図ります。

　　　⑤　販売計画に基づく商品仕入と、ロス発生時における販売管理（社内の移動販売）の標準化により、過剰仕入

          による在庫多寡を防ぎ資金繰りの改善を図ります。

   (3) キャッシュ・フローの改善

　　      前連結会計年度から取り組み実施している在庫削減を継続実施いたします。

　        今期においても引き続き在庫削減、仕入ロス削減、さらに売掛債権の回収サイトの短縮、仕入先に対する差

　        入保証金の解除（適正提供額の見直し）などにより資金確保を進めてまいります。

          四半期連結財務諸表は継続企業を前提に作成しており、このような重要な疑義の影響を、四半期連結財務諸

　　　　　表には反映しておりません。
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

１．会計処理基準に関する事

項の変更

　

　１.当連結会計年度より「四半期財務諸表

に関する会計基準」（企業会計基準第12

号）及び「四半期財務諸表に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

14号）を適用しております。また、「四半期

連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務

諸表を作成しております。

　２.重要な資産の評価基準及び評価方法 

     の変更

  たな卸資産

　通常の販売目的で保有するたな卸資産に

ついては、従来、主として移動平均法による

原価法によっておりましたが、第１四半期

連結会計期間より「棚卸資産の評価に関す

る会計基準」（企業会計基準第９号　平成

18年７月５日）が適用されたことに伴い、

主として移動平均法による原価法（貸借対

照表価額については収益性の低下に基づく

簿価切下げの方法）により算定しておりま

す。

　なお、これによる損益へ与える影響はあり

ません。

　 　３.リース取引に関する会計基準の適用

　所有権移転外ファイナンス・リース取引

については、従来、賃貸借取引に係る方法に

準じた会計処理によっておりましたが、

「リース取引に関する会計基準」（企業会

計基準第13号（平成５年６月17日（企業会

計審議会第一部会）、平成19年３月30日改

正））及び「リース取引に関する会計基準

の適用指針」（企業会計基準適用指針第16

号（平成６年１月18日（日本公認会計士協

会　会計制度委員会）、平成19年３月30日改

正））が平成20年４月１日以後開始する連

結会計年度に係る四半期連結財務諸表から

適用することができることになったことに

伴い、第１四半期連結会計期間からこれら

の会計基準等を適用し、通常の売買取引に

係る会計処理によっております。また、所有

権移転外ファイナンス・リース取引に係る

リース資産の減価償却の方法については、

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零

とする定額法を採用しております。

　なお、これによる損益へ与える影響はあり

ません。

  また、当第３四半期連結累計期間におけ

るリース取引はありません。
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【簡便な会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

１．固定資産の減価償却費の

算定方法

２. 法人税等並びに繰延税金

資産及び繰延税金負債の算

定方法　

　固定資産の年度中の取得、売却及び除却等

の見積りを考慮した予算を策定しているた

め、当該予算に基づく年間償却予定額を期

間按分して算定しております。

　法人税等の納付税額の算定に関しては、

加味する加減算項目や控除税額項目を重要

なものに限定する方法によっております。

繰延税金資産の回収可能性の判断に関して

は、前連結会計年度において使用した将来

の業績予測やタックス・プランニングを利

用する方法によっております。

　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

１．棚卸商品廃棄損引当金の

　計上

　新商品投入等による販売不能商品の廃棄

損に備えるため、当連結会計年度末におけ

る棚卸商品廃棄の見込額に基づき計上して

おります。

　

EDINET提出書類

ムラキ株式会社(E02836)

四半期報告書

20/28



【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※１．担保に供している資産及びこれに対応する債務は

次の通りであります。

※１．担保に供している資産及びこれに対応する債務は

次の通りであります。

担保に供している資産 担保に供している資産

現金及び預金         74,500千円

建物及び構築物 157,678

土地 543,553

投資有価証券 32,412

合計 808,143

現金及び預金       117,500千円

建物及び構築物 154,889

土地 543,553

投資有価証券 38,480

合計 854,422

※２．有形固定資産の減価償却累計額は、870,154千円であ

ります。　　　　

※２．有形固定資産の減価償却累計額は、867,474千円であ

ります。　　　　

３．受取手形割引高   328,992千円
  

※４．期末日満期手形

期末日満期手形の会計処理については、当連結会計

期間の末日は金融機関の休日でしたが、満期日

に決済が行われたものとして処理しております。

当期末日満期手形の金額は、次の通りであります。

　　　　

受取手形         57,911千円

支払手形 27,176

　  

３．受取手形割引高　        337,685千円
  

※４．　　　　　───────────
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（四半期連結損益計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※１.　固定資産除却損の内訳は、次の通りであります。

　　　　機械装置及び運搬具　　　　　　　 333千円　　　　　　　　　

　　　　その他　　　　　　　　　　　　　 519
　　　　─────────────────────
　　　　計                               852

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

※１.　固定資産除却損の内訳は、次の通りであります。

　       機械装置及び運搬具               212千円

　　　　その他                           287　　　　　　　　　　　　

　
　　　　─────────────────────
　　　　計                               499

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※１.現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

     借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　　　　　（平成20年12月31日現在）　

　現金及び預金　　　　　　　　　　　　　410,507千円

　預入期間が３か月を超えている定期預金 　      

　及び担保に供している預金             △74,500
　─────────────────────────
　現金及び現金同等物                    336,007    

EDINET提出書類

ムラキ株式会社(E02836)

四半期報告書

22/28



（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式で12,700千株であります。

　

　

　

　

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式で単元未満株式801株であります。

　

　

　

　

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

　

　

　

　

４．配当に関する事項

　該当事項はありません。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）

 
カーケア関連

商品販売

（千円）

その他
（千円）

計（千円）
消去又は全社

（千円）
連結　　（千
円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 2,768,892 131,742 2,900,634 － 2,900,634

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
1,576 65,469 67,045 (67,045) －

計 2,770,468 197,211 2,967,680 (67,045) 2,900,634

営業利益又は営業損失

（△）
14,642 △2,266 12,376 2,655 15,032

当第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年12月31日）

 
カーケア関連

商品販売

（千円）

その他
（千円）

計（千円）
消去又は全社

（千円）
連結　　（千
円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 7,681,221 331,935 8,013,156 － 8,013,156

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
2,422 188,782 191,205 (191,205) －

計 7,683,644 520,718 8,204,362 (191,205) 8,013,156

営業利益又は営業損失

（△）
△163,513 △10,752 △174,265 10,066 △164,199

　　　　　（注）１．事業区分の方法

　　　　事業区分は、製品の種類及び販売方法の類似性を考慮して区分しております。

　　　　２．各区分に属する主要な商品

　事業の種類別
　セグメントの名称

事業の内容

カーケア関連商品販売
自動車補修部品、自動車ケミカル、サービスステーション備品、

販売促進物ギフト、自動車内小物等の販売

その他

自動車ボディメンテナンス関連資材・機材の販売等、看板・チラ

シ等の販促物の企画・製作

自動車の販売及び整備

保険・旅行の代理業務、自動車の賃貸、金券・チケットの販売

グループ会社の社員教育、金融事業

　

【所在地別セグメント情報】

　当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年12月31日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

　当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年12月31日）

　海外売上高がないため該当事項はありません。
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（デリバティブ取引関係）

　当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）

　　当社グループはデリバティブ取引を行っておりません。

　

（ストック・オプション等関係）

　当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）

　　該当事項はありません。

　

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 145.19円 １株当たり純資産額 155.01円

２．１株当たり四半期純損益金額

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額 9.88円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
－円

１株当たり四半期純利益金額 3.39円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
－円

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　（注）　１株当たり四半期純損益金額の算定上の基礎は、以下の通りであります。

　
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純損益金額   

四半期純損益（千円） △124,965 42,780

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損益（千円） △124,965 42,780

期中平均株式数（千株） 12,650 12,626

　

　

（重要な後発事象）

　      当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

　　　　　該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年２月10日

ムラキ株式会社

取締役会　御中

リンクス監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 舩津　雅弘　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 川邉　慎太郎　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているムラキ株式会社の平

成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年12

月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ムラキ株式会社及び連結子会社の平成20年12月31日現在の財政状態、同日

をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

　　継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況に関する注記に記載のとおり、会社は継続的に営業損失が発生

　している状況にあり、継続企業の前提に関する重要な疑義が存在している。当該状況に対する経営者の対応等は当該注

　記に記載されている。四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、このような重要な疑義の影響を四

　半期連結財務諸表には反映していない。　

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）　１.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半

   期報告書提出会社）が別途保管しております。

２.四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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